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１ 次の各問いは総合問題である。それぞれの問いに答えなさい。 

 

問 1 酵素に関する記述として適当でないものを，次の①～⑤の中から 1つ選びなさい。 1  

 

① 反応の前後で，酵素自体は変化しない。 

② 酵素は，化学反応を起こりやすくする。 

③ 細胞外に分泌されてはたらく酵素もある。 

④ 細胞内では，酵素は細胞質基質（サイトゾル）にのみ存在し，細胞小器官内には含まれない。 

⑤ 酵素は，特定の物質（基質）のみと結合してはたらく。 

 

問 2 光学顕微鏡で観察することができないものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。 2  

 

① インフルエンザウイルス 

② 大腸菌 

③ ヒトの卵 

④ ヒトの赤血球 

⑤ ミトコンドリア 

⑥ ゾウリムシ 

 

問 3 体内に病原体が侵入した後，まず起こる自然免疫に関する記述として最も適当なものを，次の①

～⑤の中から 1つ選びなさい。 3  

 

① リゾチームによって，ウイルスの細胞壁が分解される。 

② 樹状細胞がリンパ節に移動して，抗原の一部を細胞膜表面に提示する。 

③ マクロファージが病原体を認識して細胞内に取り込み，分解する。 

④ 抗原提示を受けたキラーT細胞が活性化して，病原体に感染した細胞を攻撃する。 

⑤ 活性化した B細胞の一部が，記憶細胞として体内に残る。 

 

問 4 噴火後の裸地から進行する遷移について，遷移後期に見られる特徴として適当でないものを，次

の①～⑤の中から 1つ選びなさい。 4  

 

① 厚い土壌が形成されている。 

② 林床は暗くなる。 

③ 飛散性の高い種子がつくられる。 

④ 植物の寿命が長い。 

⑤ 陰生植物が，植生の大半を占める。 
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問 5 生態系における作用の例として最も適当なものを，次の①～⑤の中から 1つ選びなさい。 5  

 

① 夏になり気温が上昇したことで，植物の光合成速度が上昇した。 

② ヒトが草原に火を放つ野焼きをしたため，生育していた植物が失われた。 

③ 肉食動物であるオオカミが，草食動物であるウサギを捕食した。 

④ プランクトンが大量に発生することで，魚類が大量死した。 

⑤ 森林が形成されたことで，地面付近の気温の変化が小さくなった。 

 

問 6 日本の水平分布と垂直分布に関する記述として最も適当なものを，次の①～⑤の中から 1 つ選び

なさい。 6  

 

① 水平分布において，北海道の南西には針葉樹林が広く分布する。 

② 水平分布において，西日本の多くの地域に優占する植物はスダジイやタブノキである。 

③ 本州中部の垂直分布において，亜高山帯の上限である森林限界以上の標高では樹木は生育しない。 

④ 本州中部の垂直分布において，山地帯に見られる植物は，関東の沿岸付近の平地でよく観察され

る。 

⑤ 本州中部の垂直分布において，丘陵帯には亜熱帯多雨林が分布する。 

 

問 7 日本における外来種と在来種の例の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選

びなさい。 7  

 

 外来種 在来種 

① オオクチバス フイリマングース 

② オオクチバス アマミノクロウサギ 

③ アメリカザリガニ ブルーギル 

④ アメリカザリガニ フイリマングース 

⑤ ホンモロコ アライグマ 

⑥ ホンモロコ アマミノクロウサギ 
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２ 生物の特徴について，次の A，Bの文章を読み，各問いに答えなさい。 

 

A 地球上には名前が付けられているだけでもおよそ 190万種の生物が存在する。これらの生物はさま

ざまな特徴をもつ一方，単一の祖先に由来することから，(a)生物には共通の特徴も見られる。 

  生物の進化の道すじを系統といい，系統を樹木に近い形に描いた図を系統樹という。生物は進化に

伴ってさまざまな形質を獲得しており，例えば，脊椎動物の系統樹は図 1のように表される。 

 

 

 

問 1 下線部（a）について，すべての生物に見られる共通の特徴を説明した記述として最も適当なもの

を，次の①～⑤の中から 1つ選びなさい。 8  

 

① 生物は細胞からできており，細胞質の最外層が細胞膜である。 

② 気温が変化しても体内の温度を一定に保つ性質が備わっている。 

③ DNAは，核膜に囲まれて細胞内に存在している。 

④ はたらきの異なるさまざまな細胞が集まって個体を構成している。 

⑤ 細胞の外周は，細胞を保護する細胞壁で囲まれている。 

 

問 2 図 1のア～ウについて，アは「脊椎骨の獲得」を示している。図 1のイとウで獲得した形質の組

合せとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。 9  

 

 イ ウ 

① 四肢をもつ 母乳で子を育てる 

② 四肢をもつ 二本足で歩行する 

③ 四肢をもつ 肺呼吸を行う 

④ 陸上に子を生む 母乳で子を育てる 

⑤ 陸上に子を生む 二本足で歩行する 

⑥ 陸上に子を生む 肺呼吸を行う 

  



生物_第１回 

4 

B 植物は，光エネルギーを吸収して有機物を合成する（b）光合成を行う。一般的な植物の葉では，光合

成で合成された糖は，デンプンに合成されて葉に蓄えられることが知られている。 

ある植物（植物 X）は図２のように，中心部分が白色をした葉を形成する。植物 Xにおけるデンプ

ンの合成と蓄積がどのようになっているかを調べるため，以下の実験 1～4を行った。 

 

 実験 1 図 2のように，葉の周囲が緑色，中心部分が白色をした植物 Xの葉を 1枚切り取り，（c）エタ

ノールに浸して数日間静置したところ，葉の周囲の緑色は消えて，図 3 のように葉全体が白くな

った。 

 

 

 

実験 2 よく光の当たる日なたに置いていた植物 Xの葉と，あらかじめ暗所に 1日静置しておいた植

物 Xの葉をそれぞれ 1枚ずつ切り取り，実験 1と同様にエタノールで数日間処理したところ，どち

らの葉も図 3のように葉全体が白くなった。 

 

実験 3 実験 2で処理した 2枚の葉をヨウ素溶液に浸し，しばらく静置してから葉の色を確認したと

ころ，両者の葉は図 4のようになった。図の斜線で示された部分がヨウ素溶液で青紫色に染まった

領域である。なお，どちらの葉もエタノール処理前は図 2と同様の葉の色をしており，エタノール

処理後の葉は図 3と同様の色をしていたものとする。 
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実験 4 植物 X の葉の 1 枚を，図 5 のように左側をアルミホイルで覆って遮光した。この植物 X を

一日中光がよく当たる環境に数日間置いて，その後，図５の葉を切り取り，実験 1と実験 3と同様

にエタノール処理，ヨウ素溶液による染色を行った。 

 

 

 

問 3 下線部（b）について，光合成の過程を説明した次の文中の（ エ ）～（ カ ）に入る語句の

組合せとして最も適当なものを，下の①～⑧の中から 1つ選びなさい。 10  

 

 文：光合成は，光エネルギーを用いて（ エ ）と水から有機物を合成する（ オ ）反応である。

光エネルギーは，ATPを（ カ ）する反応に用いられる。 

 

 エ オ カ 

① 酸素 同化 合成 

② 酸素 同化 分解 

③ 酸素 異化 合成 

④ 酸素 異化 分解 

⑤ 二酸化炭素 同化 合成 

⑥ 二酸化炭素 同化 分解 

⑦ 二酸化炭素 異化 合成 

⑧ 二酸化炭素 異化 分解 

 

問 4 下線部（c）について，実験 1で葉をエタノールで処理した目的として最も適当なものを，次の①

～④の中から 1つ選びなさい。 11  

 

① 葉の細胞どうしの結合を弱める解離を行うため。 

② 葉の細胞の生命活動を維持する固定を行うため。 

③ 色素で染色した際に，染色された領域を判断しやすくするため。 

④ 葉の細胞を一層に並べて顕微鏡で観察しやすくするため。 
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問 5 実験 3 において，実験結果から推測できることとして適当でないものを，次の①～⑤の中から 1

つ選びなさい。 12  

 

① 葉の細胞の中でデンプンを合成できる細胞は，葉の外周にある細胞のみである。 

② 葉の細胞の中で葉緑体をもつ細胞は，葉の外周にある細胞のみである。 

③ 葉に光が当たらないと葉緑体の有無にかかわらず，デンプンを合成することができない。 

④ 葉の中央にある細胞は光の有無にかかわらず，デンプンを合成することはできない。 

⑤ 葉を暗所に置くと，細胞内に含まれていた葉緑体は消失する。 

 

問 6 実験 4 の結果として，ヨウ素溶液で染まった領域は，次の図のⅰ～ⅳのどの領域か。その領域を

過不足なく含むものとして最も適当なものを，下の①～⑧の中から 1つ選びなさい。 13  

 

 

 

① ⅰ 

② ⅱ 

③ ⅲ 

④ ⅳ 

⑤ ⅰとⅱ 

⑥ ⅰとⅳ 

⑦ ⅱとⅲ 

⑧ ⅲとⅳ 

 

  



生物_第１回 

7 

３ 遺伝子とそのはたらきについて，次の A，Bの文章を読み，各問いに答えなさい。 

 

A 体細胞分裂では，DNA が複製され，娘細胞に均等に分配される。分裂し終えた細胞が，再び分裂し

終えるまでの周期を細胞周期といい，細胞周期は間期と分裂期からなる。間期は DNA の複製を行う

S期と，DNA複製の準備を行う（ ア ）期，分裂の準備を行う（ イ ）期に分けられる。また，

細胞によっては（ ア ）期で細胞分裂を停止して（ ウ ）期と呼ばれる休止期に入ることもある。 

そこで，培養細胞を用いて以下の実験を行った。 

 

 実験 細胞周期が同調している培養細胞の DNA 量を，時間の経過とともに容器全体で測定した。そ

の結果が図 1である。 

 

 

 

問 1 文中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑥の中か

ら 1つ選びなさい。 14  

 

 ア イ ウ 

① G0 G1 G2 

② G0 G2 G1 

③ G1 G0 G2 

④ G1 G2 G0 

⑤ G2 G0 G1 

⑥ G2 G1 G0 
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問 2 実験について，この培養細胞の細胞周期 1周にかかる時間として最も適当なものを，次の①～⑤

の中から 1つ選びなさい。 15  

 

① 4時間 

② 14時間 

③ 18時間 

④ 22時間 

⑤ 32時間 

 

問 3 実験について，培養開始 40時間後の培養細胞 1個あたり DNA量は，培養開始時（培養時間 0時

間）の培養細胞 1 個あたりの DNA 量の何倍であるか。最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1

つ選びなさい。 16  

 

① 0.25倍 

② 0.5倍 

③ 1倍 

④ 2倍 

⑤ 4倍 

⑥ 8倍 

 

問 4 実験について，培養開始 76時間後の培養容器内にある細胞数は，培養開始時（培養時間 0時間）

の何倍であるか。最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。 17  

 

① 2倍 

② 4倍 

③ 8倍 

④ 16倍 

⑤ 32倍 

⑥ 64倍 
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B 遺伝子の情報をもとにタンパク質が合成される過程を遺伝子発現という。(a)DNA の情報はまず，

mRNA（伝令 RNA）に転写され，mRNAはタンパク質に翻訳される。翻訳時には，(b)mRNAの 3つ

組塩基であるコドンに，tRNA（転移 RNA）の 3 つ組塩基であるアンチコドンが結合する。DNA と

RNAに含まれる塩基は，相補的に結合することが知られており，RNA間でも同様に相補性が存在す

る。 

 

問 5 下線部（a）について，DNAの構造に関する記述として適当でないものを，次の①～⑤の中から

1つ選びなさい。 18  

 

① DNAの構成単位をヌクレオチドという。 

② DNAの構造中には，塩基とリン酸の結合は見られない。 

③ DNAの鎖は，糖とリン酸が交互に結合した構造をもつ。 

④ DNAの 2本のヌクレオチド鎖は，塩基間の結合で結ばれる。 

⑤ ATPは DNAの材料（ヌクレオチド）として用いられる。 

 

問 6 下線部（b）について，mRNAのコドンの塩基配列が AGCであった場合，この塩基配列と結合す

る tRNAのアンチコドンの塩基配列と，この塩基配列を指定する DNAの鋳型鎖の相補鎖となる塩

基配列の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。ただし，塩基配列

はいずれも左側から示すものとする。 19  

 

 アンチコドン DNAの鋳型鎖の相補鎖 

① TCG AGC 

② TCG TCG 

③ TCG UCG 

④ UCG AGC 

⑤ UCG TCG 

⑥ UCG UCG 
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４ 体内環境の維持について，次の A，Bの文章を読み，各問いに答えなさい。 

 

A 動物では，皮膚などの表面を覆う細胞を除いて，からだの内部にある細胞は液体に浸された状態で

存在する。この液体のことを体液といい，細胞と体液の間ではさまざまな物質の交換が行われている。

ヒトの体液は，（ ア ），(a)血液，リンパ液に分けられる。末梢の組織では，毛細血管から血液の液

体成分である（ イ ）の一部がしみ出して組織の細胞を満たす（ ア ）となり，その多くは血管

に戻るが，一部はリンパ管に流入する。リンパ管を流れるリンパ液は（ ウ ）で血液に合流する。 

 

問 1 文中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語句の組合せとして最も適当なものを，次の①～⑧の中か

ら 1つ選びなさい。 20  

 

 ア イ ウ 

① 組織液 血しょう 鎖骨下静脈 

② 組織液 血しょう 肝門脈 

③ 組織液 血ぺい 鎖骨下静脈 

④ 組織液 血ぺい 肝門脈 

⑤ 細胞液 血しょう 鎖骨下静脈 

⑥ 細胞液 血しょう 肝門脈 

⑦ 細胞液 血ぺい 鎖骨下静脈 

⑧ 細胞液 血ぺい 肝門脈 

 

問 2 下線部（a）について，ヒトの血液の有形成分に関する記述として適当でないものを，次の①～⑤

の中から 1つ選びなさい。 21  

 

① 白血球は核をもった細胞である。 

② 成熟した赤血球では，ヘモグロビン遺伝子の転写が常に行われている。 

③ 血小板は，血液の凝固反応などに関わる。 

④ 有形成分は，骨髄にある造血幹細胞に由来する。 

⑤ 有形成分のうち，最も数が多いのは赤血球である。 
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B ホルモンは，(b)内分泌腺の細胞で合成されて血液中に分泌され，血液の循環によって全身に運ばれ

る情報伝達物質である。ホルモンは，受容体をもつ特定の細胞にのみ作用し，この細胞を標的細胞と

いう。内分泌系の中枢は間脳の視床下部にあり，血液中のホルモン濃度はフィードバックのしくみに

よって，一定の範囲内に維持されている。 

甲状腺から分泌される(c)チロキシンは，図 1 のように，間脳の視床下部から分泌される甲状腺刺激

ホルモン放出ホルモンと，脳下垂体前葉から分泌される甲状腺刺激ホルモンによって分泌量が厳密に

調節されている。あるマウス（マウス X～Z）では，この経路に関わる図１の内分泌腺の異なる部位の

いずれか 1つに異常があり，チロキシンの合成量が極端に低下している。そこで，これらのマウスを

用いて，以下の実験 1，2 を行った。なお，マウスにおけるチロキシンの分泌の調節は，ヒトと同様

であるものとする。 

 

 

 

実験 1 マウス X～Z において，甲状腺刺激ホルモン放出ホルモンの血液中の濃度を測定した。その

濃度は正常なマウスに比べて，マウス Xと Yではかなり高く，マウス Zではかなり低かった。 

 

実験 2 マウス X～Z にそれぞれ甲状腺刺激ホルモンを注射し，一定時間後にチロキシンの血液中の

濃度を測定した。チロキシンの血液中の濃度は注射前に比べて，マウス Xでは変化がなかった

が，マウス Yと Zでは大きく上昇した。 

 

問 3 下線部（b）について，交感神経と副交感神経が分布し，これらのはたらきで血糖濃度の調節に関

わるホルモンの分泌が促される内分泌腺として最も適当なものを，次の①～⑤の中から 1つ選びな

さい。 22  

 

① 心臓 

② 副腎 

③ 副甲状腺 

④ すい臓 

⑤ ひ臓 
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問 4 下線部（c）について，チロキシンのはたらきについての記述として最も適当なものを，次の①～

④の中から 1つ選びなさい。 23  

 

① 腎臓での水の再吸収を促進する。 

② 血中カルシウムイオン濃度を増加させる。 

③ グリコーゲンの合成を促進する。 

④ 体温を上昇させる。 

 

問 5 実験 1と 2の結果から，マウス X，Y はどこに異常があると考えられるか。その組合せとして最

も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。 24  

 

 マウス X マウス Y 

① 間脳の視床下部 脳下垂体前葉 

② 間脳の視床下部 甲状腺 

③ 脳下垂体前葉 間脳の視床下部 

④ 脳下垂体前葉 甲状腺 

⑤ 甲状腺 間脳の視床下部 

⑥ 甲状腺 脳下垂体前葉 

 

問 6 チロキシンの合成にはヨウ素が必要であり，ヨウ素の摂取が不足するとチロキシンの分泌が低下

することが知られている。慢性的なヨウ素不足の状態に陥っているヒトの血液中の甲状腺刺激ホル

モン濃度と甲状腺の大きさは，正常なヒトと比べてどのようであると考えられるか。その組合せと

して最も適当なものを，次の①～⑥の中から 1つ選びなさい。 25  

 

 甲状腺刺激ホルモン濃度 甲状腺の大きさ 

① 同じ 大きい 

② 同じ 小さい 

③ 高い 大きい 

④ 高い 小さい 

⑤ 低い 大きい 

⑥ 低い 小さい 

 


